
本会は、2012年５月に結成され、同年９月12日にＮＰＯ法人の認証を受けました。活動の視点を、笠岡の元気を創る“まちおこし”とし、特に、①島、②農村、③商店街、④干拓の活性化支援を行い、同時に社会的弱者の方々の“さいごの砦”“駆け込み寺”として、会員のみなさん方と力を合わせて、生活相談を強めていきたいと思います。元気会 〒714-0085 笠岡市四番町3-20 ℡６３-０９１１ HP http://kasaoka-genkikai.com（「（「（「（「元気会元気会元気会元気会」」」」のののの事務所事務所事務所事務所はははは、、、、笠岡笠岡笠岡笠岡グランドホテルグランドホテルグランドホテルグランドホテル正面正面正面正面ですですですです 気軽気軽気軽気軽におにおにおにお立立立立ちちちち寄寄寄寄りくださいりくださいりくださいりください））））
「三愛園」「天神荘」「瀬戸内荘」「みどりの丘」に続く、市内で５番目の特別養護老人ホーム「飛鳥の里」が、吉田地区関戸において５月にオープンします。４月20日は竣工式ということで全容を見せていただきました。笠岡市内の要介護認定者数は約3100人。その内、約200人の方が施設入所待機中といいます。飛鳥の里の入所は100床であり、待機されている方にとっては待望の施設となりました。

市・商工会議所をはじめ、笠岡の活性化を思う市民有志の意見を反映した、産業振興ビジョンの完成披露式が、３月26日(水)笠岡グランドホテルで行われました。ビジョンをとりまとめた、山崎亮氏率いる、スタジオエルの企画でしたが、約１００人の方々が出席し、起業・企業誘致戦略・人材育成ポイント・業者連携・情報発信などについて再確認しました。披露式のあと、山崎亮代表が元気会事務所に来られ、大いに笠岡の活力の熱さについて意気投合したものです。みなさん、がんばりましょう。



福山リーデンローズの公開録画に、全国からの入場希望者15,225人の中から、元気会で見事に観覧を引き当てたのは、青江義人・笑佳ご夫妻。興奮して応援しっぱなしで、感想は何を聞いても「ヨカッタ、ヨカッタ」を連発。笠岡を中心に、広島県・岡山県の福祉施設22所が、道の駅の広場に集結。各施設の授産品など販売交流。五分咲きの菜の花も応援してくれ、多勢の人たちが来場。元気会は、盛り上げのためにステージを担当。売り上げの一部は東北震災支援に。 宮城県南三陸町を支援し続けている「明日の架け橋」と共に、「３．11を忘れない・絆イベント」を駅前にて実施。２時46分、復興を願い黙とう。
防災をテーマに被災地の生々しい状況と、今なお続く、復興途上の苦しさを南三陸町の及川善祐氏が講演。「３．11を忘れない」と今井町づくり協議会が主催。元気会は、南三陸町復興支援を続けています。 〝菜の花畑を一度観てみたい〟と、かつての除虫菊の花で知られる真鍋島からのリクエストに応えて、「菜の花ツアー」を企画。真鍋島老人クラブの方々の記念撮影です。

笠岡商店街の元〝ありぜん〟食堂さんにて、〝自主デイサービス〟集え～る・ひまわりを毎週金曜日にオープンしています。メンバーの中でこの程、おめでたくお二人が卆寿をお迎えになりました。みんなでお祝いのシーンです。

３月８日（土）、香川県で開催された「第13回認知症を考える会」（西香川病院主催）にて、元気会理事長が「日本初のグループホーム誕生の秘話」と題して講演。自治体初のグループホーム〝炉端の家〟の理念を語りました。この考える会には、笠岡のエスポアール・佐々木健院長が基調講演され、認知症ケアのポイントを全国へアピールされました。


